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I　研究の目的と方法

　１研究目的

　昭和62年12月、教育課程審議会の答申によっ

て「生活科」の新設が決定した。従来の小学校低

学年における社会科・理科を廃止して新設する教

科である。

　新しい教科の実施が決まると、その方向性を明

らかにする動きが見られた。当時の文部省の教育

課程研究校において「生活科」を位置付けて実施

されることを始め、一般校においてもそれまでの

教科の枠内において新しい教科の趣旨を生かした

　「試行」が始められた。移行期の平成２、３年度

になると、生活科と社会科・理科を組み合わせた

研究発表校がしばしばみられるようになった。

　そこで、本研究においては、生活科の新設が決

定して以降、完全実施に至るまでの約５年間に生

活科授業研究がどのように推進されたのであろう

か、また、生活科の授業創りの手掛かりは何であ

ったのか、子どもたちはどのような力をつけるこ

とを願って学習指導が展開されたか、指導事例を

基に明らかにするものである。新しい教科を生み

出す難しさに直面しながらも、苦難をはねのけて

根気よく実践研究を進める強い志があったのであ

ろう。生活科模索期の生活科学習指導の実態を分

析することによって、小学校低学年における学習

指導の何か大切であるかが見えてくるものと考え

る。合わせて、生活科模索期の教科指導の取り組

みを明らかにすることで、今日に受け継ぎたい教

科の特性を把握することを目指すものである。

　２研究方法

　　（１）対象

　　「生活科」発足前後から生活科移行期までにま

とめられた三河地域の資料を収集し、そこに記載

されている研究経過・研究内容及び学習指導案を

基に概要を把握する。さらに、それから明らかに

なる生活科への取り組み状況をとらえて、当時の

生活科指導の特色を明らかにする。

　（２）分析の視点

　新教科「生活科」学習指導成立の過程を明らか

にするために、まず当初の生活科像や生活科学習

の姿、生活科の研究組織等をまとめる。さらに次

の観点に従って当時の生活科研究実践で今日に引

き継ぎたい事項を整理する。

・生活科の立ち上がる段階で、研究体制組織がど

のように組まれ、生活科研究が展開されたかを明

らかにする。発足当初から、生活科像をいち早く

明確にして生活科授業像を確立するその経緯をま

とめる。

・生活科の授業像が明確でない中で、先駆者は何

を手掛かりに生活科学習指導を創造したか押さえ

る。また、活動・体験、気付き（筆者注当時の資

料は「気づき」と表記）などのキーワードを基に

して学習の要素をどのように見出したか、生活科

で目指す子どもの姿と合わせて生活科像作りの状

況をつかむ。

・生活科は、低学年の社会科・理科廃止により成

立した教科である。よって社会科や理科の内容を

受け継いで社会事象・自然事象が取り上げること

が考えられる。一方で子どもの生活に根ざす教科

でもある。子どもの生活の何に学習につながるも

のを見出したのか、学習を組む動機を押さえる。

II教育課程研究校等の取り組み状況

　１三島小学校の探った生活科授業

　愛知県岡崎市立三島小学校は、昭和62 ・63 年度

の２か年、文部省から小学校教育課程（算数科）

研究指定校の委嘱を受けた。研究１年次の発表は

昭和63年２月27日、２年次の本発表は昭和63
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年11月４日に行われた。算数科教育課程の研究を

中心とし、合わせて教育課程の改訂で新しく取り

上げられることが決定していた「生活科」につい

ても研究が手掛けられた。

　昭和62年４月研究の出発にあたり、研究組織の

４研究部の一つに、「生活科研究部」を設置し、社

会科主任を部長として４人の部員で生活科実験単

元の創案・実施・検討から始め、単元設定と実践

を繰り返して生活科年間計画を作成した。三島小

における「生活科の位置づけ」は、子どもと自然・

社会の混じり合ったところに生活科を置く。さら

に、生活科について、「知識、理解を重視する従来

の社会科・理科と異なり、具体的な活動や体験を

大きな柱としているのが生活科である。そして、

その具体的な活動や体験が媒介となって、自分の

生活が見直され、設計されていくところに価値が

ある。」1）と押さえるのである。

　　（１）研究１年次（昭和62年度）

　実験単元としては、まず１年「秋をみっけよう」

と２年「育てる」の創設と実践がある。当初に手

掛けた授業研究は次の通りである。

。６．４　生活科「２年育てる」授業実践

・6.24　生活科「２年育てる」授業実践

・8. 18　生活科「１年秋をみつけよう」の単元

　　　　　計画検討

。9.30生活科「２年育てる」授業実践

・11. 12　授業研究会一生活科「秋をみつけよう」

　　　　　１年授業実践

　生活科の学習を、実験的に研究していくために、

次のような考えで進められた。

・児童が自分の問題意識を持って実践できる「ゆ

　とりある計画」

・意欲的に活動しようとする「問題意識に支えら

　れた体験学習」

・学習計画は「弾力的に運用」

　　（２）研究２年次（昭和63年度）

　第１年次を受けて、第２年次「生活科研究部」

は、「研究の深化に努める」として、「活動や体験

を重んじた生活科」を目指し、次の４点を「研究

の視点」とした研究方向を示した。

・子どもの考えで活動や体験が連続する単元構成

。大単元を核にした年間指導計画の作成

－48－

・生活科の特性を明確にした内容の具現化

・個々の活動をフィードバックして、共通化する

　場のおり方

　本発表において、生活科の価値を「子ども自身

と社会、自然の三者の関係を活動や体験を通して

学ぶこと」2）と押さえている。また、２年次研究

では、明らかになった「生活科」の姿を受けて、

　「生活科の特性とその具体化」において、生活科

学習内容。学習活動を次の４点にまとめた。

①活動や体験を核にした学習である。

　生活科においては、対象の内に自分自身をおき、

自分とのかかわりでとらえる。活動や体験で学ぶ

教科で、その活動や体験を具体化する手だてとし

て、「調べる、育てる、作る（遊ぶ）、かかわる、

続ける、生かす」3）を六つ挙げている。

②　自分とのかかわりで、社会や自然をとらえる。

　子どもの身近にある社会や自然を対象とするこ

とにおいては、従来の社会科、理科と同じである。

店を扱う学習ならば、生活科においては、子ども

が店に行き、そこで自分の力で買い物やお使いが

できる。動植物を育てる学習ならば、それらも自

分たちと同じように、生命を持っていることに気

づき、それを愛する心情を育てる学習である。

③　自分自身への気づきを大切にする。

　自分を知ることは、まさに自立への第一歩であ

る。自分の長所、短所、自分を支えてくれる人々

に気づくことになり、生活上のルールや人への思

いやり、感謝の気持ちが生まれてくる。

④生活上の習慣や技能を身につける。

　活動や体験を重視する教科で、必然的に人々と

のかかわりが生じてくる。手紙や電話で用件を伝

えたり、依頼したりする。

　この生活科授業像模索の段階においても、既に

　「自分自身への気づきを大切にする」ことが掲げ

られている。その内容は、「自分の長所・短所、自

分を支えてくれる人々に気づくこと」４）として、

生活上のルールや人への思いやり、感謝の気持ち

を例示している。気づきの内容は限定的であるも

のの「自分自身への気づき」を掲げていることは

注目に値する。そして、もう一つ押さえられてい

るキーワードは「かかわる」ことである。学習対

象とかかわったり、人々とかかわったりする。活



動や体験をすることで、必然的に人々とのかかわ

りが生じて、必要な習慣や技能が身につくという

ものである。

　　（３）三島小の研究成果

　三島小においては、二段階にわたって生活科の

授業を公開した。それぞれ「実験単元」を設定し

て、１年次から２年次へ実践を繰り返して内容を

精査し、「生活科授業像」の基を示した。とりわけ

２人の中堅。ベテラン教師コンビを低学年に配置

して、２人が１年生。２年生を交互に担任するこ

とで生活科授業の基本スタイルができた。その結

果は、「年間指導計画」として、１年102時間、２

年105時間分の第小単元名と主な学習活動を世に

問うところとなった。

　また、生活科におけるキーワードとなる活動や

体験、気付き等を押さえた単元設定、指導計画案

を立てている。学習活動において、活動や体験を

繰り返しながら中核に追っていく実践である。そ

のために、子どもたちが喜んで取り組み、様々な

気付きを見出す、魅力ある教材を取り込んで内容

が組まれている。そんな中で学習活動を「調べる、

育てる、‥・」の六つに具体化することによって、

指導する教師にとっても、学ぶ子どもにとっても

生活科の学習を円滑に進める流れができている。

　実践を進めるにあたって、必ずしも順風満帆に

進められたわけではない。ウサギの無残な突然死

への対応に苦悩する教師の姿とその対処の是非、

校内で米作りを続けながらも水田が消滅した学区

の実態など、逆境の中で解決の糸口を見出して、

子どもたちに様々な活動や体験を用意する教師集

団ができている。負の財産と思われることも有効

に活用することで、子どもたちにとって意義ある

生活科の学習となって心に残るものとなった。

　２御津南部小学校の究めた生活科授業

　愛知県宝飯郡御津町立（現、豊川市立）御津南

部小学校は、昭和63年、文部省より生活科研究推

進校として委嘱された。平成２年までの３年間に

及び、生活科授業創りに関する研究成果を研究図

書『子どもの思いや気づきを生かす楽しい生活科

の授業』(1990年刊黎明書房220頁）にまとめた。

生活科の授業像が明確でないこの時期に出版され

たことの価値や意義、教育関係者に与えた影響は
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大きいと思われる。新教科創造の原点に立ち、生

活科の目指す目標や内容にしたがって子どもの具

体的な姿を踏まえた指導計画作成や授業構想の立

案がなされた。指導講師には、当時の中野重人教

科調査官を始め、社会科教育・理科教育に関わる

大学の研究者や小学校の教師等が携わっている。

　御津南部小による研究の出発は「子どもたちの

学校生活が、身近な自然やさまざまな人々との出

会いになり、より充実した活動や体験の場となる

ことを願って、本校の生活科は始まった」5）とさ

れている。子どもの実態を踏まえて、「この『活動

性』を引き出し、自立への基礎を養うことが生活

科の授業で求められている」6）として、あくまで

も子どもの姿で授業が語られている。授業計画作

引ま、身近な地域のとらえ方のあいまいさを是正

し、「子どもをとりまく環境としての地域を知るた

めには、地図やさまざまな資料を基にした机上の

作業と現地を歩いたり、聞き取りをしたりする実

地の調査とが必要」7）と位置付けて、生活科マッ

プや生活科ごよみ作りを行っている。「みと町マッ

プ」。「みと山たんけん」地図であり、「御津南生活

科ごよみ」である。子どもたちの具体的な活動は、

案内板作り、遊園地の形をかく、「なかよしの木」

と対面などが盛り込まれている。

　こうした教育環境、教育諸条件の整備は教職員

の協力体制のみならず、保護者や地域の支援があ

っての結果であろう。その成果が、実践研究冊子

としてまとめられた。

　生活科研究１年目は、各研究部会等で集約され

たメモに次のような課題が提示された。

・生活科と総合活動・行事とのつながりを明らか

　にしたい。

・生活科のめざすものは何なのか、再考する必要

　がある。

。「生活科の授業像を求める」に重点を置く。

・指導案の形式を早く立てる。（生活科にふさわし

　いもの）

　　（１）研究２年次（平成元年度）中間発表

　２年次の研究発表会を10月31剛こ行った。こ

の年は「授業創り」に力が入れられ、その一端を

残された学習指導案から検証したい。

０１年「がっこうたんけん（だのしいかっこう）」



　A教諭平成元年５月19日実践

　単元目標が二つに分けて記載されている。一つ

は「単元の全体目標」であり、今一つは「活動の

具体目標」である。全体目標では「場所が分かる」

　「安心して生活していくことができる」など、学

校探検を通して得られる目標である。活動の具体

目標は、意欲、表現、自分自身への気づき、自然

や社会への気づき、習慣・技能の５項目に分けら

れている。その内容は、絵に表わす、仲良く利用

する、施設や遊具があることがわかる、正しく使

うことができる等、活動することで達成できる目

標である。従来の低学年社会科で立てた目標が散

見される。

　21時間にわたる実践には「学級会活動」「学級

指導」の時間も関連付けている。子どもたちはど

ちらかといえば遊び感覚、遊びの延長で探検活動

をしている。そこに教師が学習として仕組む構想

に価値を見出す。本時においては、教室から音楽

室に出かける通り道の学習が組まれている。　３階

建の校合図を掲示して通り道を押さえる。授業後

の「全体協議会」の記録に「工夫された平面図が

良かった」「探検カードは子どもたちが興味を持ち、

おもしろい」等が見られた。生活科の新しい学習

活動を構想し、良さや面白さを評価し合う教師集

団の姿が垣間見られる。

　本時の指導過程の記述の仕方は一定しておらず、

学習活動の表記はさまざまであった。本学習指導

案もその傾向が見られた。「話し合う、探検する」

といった学習活動の見出しに続いて子どもの予想

される発言を吹き出しで列記し、そこから生じる

だろう子どもの思いや考えをまとめて記述する形

である。生活科の立ち上がりの頃、学習活動は子

ども主体ということで、このような本時展開案が

しばしば用いられた。

　　（２）研究３年次（平成２年度）本発表

　研究発表会では、「自ら考え進んで行動できる

子どもを育てる授業をめざして」を研究主題に掲

げ、目指す子どもの姿を次の４点で示した。

・自分のことは自分でできる子ども

。集団生活になじむことができる子ども

。自分の考えや気持ちが伝えられ、友だちの話に

　耳を傾ける子ども
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・めあてを持って生き生きと行動し、自分自身へ

　の気づきを高める子ども

　御津南部小の生活科は、「育てたい子どものすが

た」で示す点に特徴がある。授業場面を想定して、

あるべき学習の方向を子どもの姿で表現するもの

である。授業創りにおいては、３つの視点から授

業をイメージして検討された。

　①子どもが「めあて」をもって取り組むよう

　　　にするには、どうするか。

　②子どもの思いや気づきにふさわしい教師の

　　　援助や役割は、どのようなものか。

　③活動を発展させるには、どのようにしたら

　　　よいか。

　そこで得られた成果は、「子どもの活動がつなが

る条件をさがす」と「学習過程を構想する」であ

る。特に後者は「生活科の学習過程」として「授

業づくりの４つのポイント」を示している。

　・子どもと教材の出会いを大切にする

　・めあてを持って生き生きと取り組む

　・思いや気づきを生かす

　・自分自身への気づきを高める

　「導入」時における「教材との出会い」、それを

踏まえた「めあてを持った取り組み」、「展開」に

おける「思いや気づきを生かす」こと、そしてさ

らに「終末」における「自分自身への気づき」の

高まりである。また。　４つのポイントのすべてを

充実させるというのでなく、重点を置いた単元の

流れにするように考えられている。

　その結果、生活科の授業は子どもの思いや気づ

きを生かしたものとしたいと考えられ「学習指導

案から学習活動案へ」と名称を変更している。「子

どもが授業の中心になることを意図」して、「授業

観を少しでも変えたいという思い」に基づくもの

である。

　　（３）御津南部小の研究成果

　御津南部小の求める生活科は、子どもの日ごろ

の生活を探ることから始めている。子どもたちの

学校生活、子どもだちと自然や社会、人々との出

会いなど、学校や地域、家庭における生活に学習

の素材を求めた。教師が実際に出向いて生活実態

を把握したり、保護者や地域の人々の協力を得た

りしている。活動や体験においても、具体的な動



きを子どもに委ね、子どもが何を追究するか、そ

の道筋を追いながら、反応を分析する。生活科の

基本形としてふさわしい取り組みと考えられる。

　また、生活科を創設するにあたって、やはり低

学年の社会科・理科を廃止したことから離れるこ

とは難しい。両教科の求めていた内容を念頭に置

くと、生活科の中に関連が見えてくる。生活科学

習における地域的な広がり、身近な自然事象との

出会いなど、子どもたちの学習として大切にした

い事がらである。さらに、生活科で学んだ子ども

たちが３年生、４年生における社会科や理科学習

でどのように発展的に学ぶか関心の持たれるとこ

ろである。研究発表時の公開授業に社会科・理科、

また道徳学習で学びの発展を考えたものであろう。

とりわけ社会科学習では、地域の事象の扱いにつ

いて、生活科から社会への関連、社会科から見た、

これまでの生活科の扱いという見方で、学習の発

展が考えられている。

　３年間にわたる実践研究は、より良い生活科像

を求めて授業構想の修正が繰り返された。全くの

手さぐりの初年度における教育研究論文として世

に問うところから始まり、２年目・３年目と単元

を構想し直しては授業実践を行い、より確かな「生

活科像」が作り上げられている。　ときには同じ単

元を同学年の他の教師が行う修正を加えた内容も

見られた。こうした授業実践研究に加えて、上学

年・下学年でペア学年を組んで内容の検討を進め

たことも大きい。異なる視点の基、弾力的な考え

方で論じられたことであろう。

　生活科の始まりのころ、生活科暦・生活科マッ

プは学校に必須と考えて用意された。また、生活

科探検カード、名刺づくりなどの名称も先進校か

ら広まったものと考えられる。そうした生活科の

基となる事物、それにかかわる周囲の人々との出

会いなど推進校の果たした役割は大きい。

　３愛知教育大学附属岡崎小学校の求めた

　　生活科授業

　　（１）生活教育に根ざす生活科授業

愛知教育大学附属岡崎小学校では、毎年６月初め

に生活教育研究協議会と題した研究発表会を続け

ている。その中に生活科が初めて取り上げられた

のは1988年（昭和63年）である。その頃は、文部
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省教育課程審議会答申で生活科構想が打ち出され

て間もなく、まだ生活科が正式に教科目として位

置付けられてはいなかった。よって、実践科目名

は「生活科を指向した社会科」とあり、社会科の

位置づけになっている。それは筆者の実践単元で、

学習内容は多分に社会科の色合いが強く、単元名

は「いいにおいのするきゅうしょくしつのひみつ」

であった。

　その後、文部省から平成元年(1989年）３月15

日に学習指導要領の改定の告示により、研究協議

会においても生活科として位置付けられた。

　生活科準備期及び移行期における研究発表会の

単元名は、次の通りである。

　①1988年（昭和63年）１年「わたしとおかあ

　　　さん」　＊移行期前の実践

　②1989年（平成元年）１年「附小ってたの

　　　しいよ」

　③　同２年「学校のまわりがおもしろいよ」

　④　同　１年「あきって、おもしろいな」

　⑤1990年（平成２年）１年「虫さん葉っぱ

　　　も食べちゃうの」

　⑥　同　１年「チャボのたんぽぽ山をつくろう」

　⑦　同２年「はっ車オーライ!バスでおでか

　　　け」

　⑧1991年（平成３年）１年「きこえるかな」

　⑨　同２年「○○さん　おてがみかいたよ」

　この間、1990年の研究紀要では、「本校の生活

教育と生活科」と題した、生活科と生活教育のつ

ながり、生活科の授業構想を提示している。その

中で、「この時期に、豊かな経験、思い切った活動

を保障することがその後の学習活動に大きな影響

を及ぼす」8）として、生活科の重要性を強調して

いる。また、教師の思いだけが先行するような活

動は厳に慎まなければならない」とし、「ひとりひ

とりの子どもの活動を大切にする単元構想であり

たい」としている。子どもの生活の中から単元を

構想して、活動そのものがひとり調べであり、活

動を通して子ども同士がかかわり合うこともある

と位置付けている。生活科という教科が新たに発

足したものの新しい何かを起こすと考えるのでは

なく、子どもの生活そのものの中に学習を見出し

て、その子なりの追究を支えるというスタンスと



とらえることができる。

　生活科でねらうところを、次の文でまとめてい

る。「わたしたちは、今、子どもによりそい、子ど

も活動に至る思いがどこから発しているかを的確

にとらえ、この子にとって何か必要かを把握しな

ければならない。そうしたとき、生活科の授業が

みえてくる。」9）研究方向は、まず子どもありき、

子どもの中に、子どもの生活の中に生活科がある

ととらえることができる。

　附属岡崎小の考える生活教育の原点は、日頃の

生活にあるという考え方で、生活科の考え方とは

共通しているところが多い。ここに筆者の実践単

元を取り上げさせていただく。担任教師としてま

とめた最後の実践単元である。

　平成２年５月～7月　１年「チャボのたんぽぽ

　山をつくろう」（24時間十学級活動３）

　学校探検の一環で、学級でつがいのチャボを飼

育しながら、その餌としてのたんぽぽを求めて校

庭の隅々まで出かけるものである。子どもたちは、

チャボのために各種の餌を準備する中で、たんぽ

ぽを好むことが分かる。たんぽぽの自生する場所

を見つけては順次餌として与える。よく見つけら

れる子は、その生えている場所を地図に書いて他

の友達に示す。ただ、それだけでは餌として不足

するだろうと予測してたんぽぽ栽培を目指す。教

室前の小山へ移植してたんぽぽを増やすことを考

える。名付けた「たんぽぽ山」へ移すために、た

んぽぽを土中深く掘ることは容易ではないが、で

きる限り根の先端まで掘り進める。チャボの楽園

　「たんぽぽ山」作りを始めるが、簡単にはいかな

い。　ときどきは、たんぽぽの茎や花弁等の遊びを

取り入れながら、たんぽぽを探し歩いたり、たん

ぽぽを掘って植えたりする。

　実践を通して積極的な活動を求めながらも、子

ども同土の助け合いや協力体制の必要性に気付い

ていく子どもたちを見る。本単元は学校探検から

始まり、飼育・栽培から自然事象での遊び、そし

て友だちの良さに気付く人間関係まで盛り込む実

践内容となった。

　　（２）附属岡崎小の研究のまとめ

　上記の９実践を基に、実践傾向をまとめる。

○附属学校の場合、居住地が広範囲にわたるため、
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共通となる遊び場、活動の場を持ちにくい。おの

ずと、校庭内もしくは学校周辺の公園や公共施設、

商店等浮かび上がってくる。教材を準備するにあ

たって、学習素材を用意しながらも、子どもの生

活に根ざす学習指導を展開するために、子どもの

動きを待つことが多い。子どもの対象への関心や

問題意識の高まりを待って教材との出会いとなる。

　生活教育における子ども生活に根ざす学習指導

は、生活科指導の在り方とマッチしており、違和

感なく進められている。それは、「生活教育の理念

は、生活科における自立への基礎に繋がる。子ど

もに生きて働く力を考える点では、生活科のねら

いと本校の生活教育のめざすところは相似てい

る」1o）からも分かる。生活科と生活教育と同じ方

向を目指していたことで、新しい教科でありなが

ら馴染みやすく、スムーズに受け入れることがで

きたと考える。

○生活科にとって、とりわけ教材開発は必須であ

る。新しい教科だけに、それまでに示めされた指

導事例は少なく、頼るところは限られていた。子

どもの姿を見込み、教材を準備するが、日々刻々

と変わる子どもたちのためには柔軟性のある素

材・教材が欲しい。そうしたとき、従来の社会科・

理科、その他各教科・領域との有機的な関連性が

考えられる。生活科のねらいに即して、少しでも

拠りどころとなるものが求められた。

　附属学校における生活科担当教師は、筆者を含

めて社会科・理科を主たる研究教科として取り組

んできた経歴を持つ者が多い。そのため、自然事

象・社会事象とのかかわりを積極的に取り込んで

いる例が目立つ。

○研究発表会、もしくは校内研究実践で進められ

た実践単元だけあって、一つ一つにかける時間数

は多い。 14～29時間で、20時間を越える単元が目

立つ。　しかも、他教科。領域と合科的・関連的に

扱っている。生活科指導においては、指導内容を

細分化すると多くの事がらを扱う。そこで、子ど

もの実態や地域の状況を考えて内容に軽重を付け、

取捨選択をして、一つの単元で複数の内容を盛り

込んで扱う事例が多く見られた。それによって合

科的。関連的に学ぶように指導することになる。

　大単元構想は、ダイナミックな構想を打ち立て



ることが可能になり、時間数を多く費やして追究

に広まりと深まりを求めることができる。基本的

な年間計画を立てながらも、子どもの状況に応じ、

組み立て変えて学ぶ構想となっている。子ども

個々にとっても、学ぶ対象、学び方が異なる。学

級の様々な子どもの追究に応じた内容を盛り込む

ためにも、大単元化は必須である。生活科の学習

内容を洗い出して、子どもに合わせて組み直す検

討を行った結果と考える。

　４三河教育研究会生活科委員会・部会のまと

　　めた生活科研究

　　（１）「昭和63年度　生活科研究N0.1」より

　三河教育研究会に生活科が加えられたのは昭和

63年である。 63年度刊行「生活科研究NO. 1」生

活科委員長の巻頭言に「この集録は『生活科とは

何か』を第一年次の課題として研究の成果をまと

めたものです。」11）とある。三河教育研究会の教

科・領域別の各部会。委員会の中に、特設委員会

として生活科委員会が設けられ、刊行された冊子

である。平成４年度からの全面実施に向けて、ま

たそれに伴う平成元年度から移行措置に合わせて、

互いの情報交換・実践研究冊子として出された。

　わずか6.ページの小冊子にもかかわらず、三河

地域小学校から多数の需要があり、生活科指導実

施に向けての参考資料として活用された。当初の

各郡市委員の配布用に加えて、各郡市の要望を受

けて増刷されることとなった。原稿執筆にあたっ

たのは、先行研究を進めている学校に限られた。

合わせて、研修会では、全国の附属学校の中でも

先進的に生活科に携わっている実践研究者を招い

て「生活科の単元構成と展開」について研をを深

める機会も持たれている。各学校では、生活科に

関する資料や必要な情報が限られている中で、こ

うした研究委員会が組織されて、多くの希望者が

研修できたことの意義は大きい。三河教育研究会

の生活科郡市代表の各委員（１、２名）は、地元

郡市単位で行う研究会や学校代表を集めた「生活

科主任会」等で情報交換することによって、各学

校における生活科研究の土台作りとなっていった。

　とりわけ文部省の生活科研究委嘱校及び教育課

程研究校の２校において、生活科の実践研究が先

行して進められた意義は大きい。それぞれ東西三
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河の生活科研究の中心校として授業実践が公開さ

れ、協議会が開かれている。合わせて「生活科単

元指導計画」や「生活科年間指導計画」を立案し

て公開された。木冊子に記載されているのは、研

究の概要と指導例ではあるが、これを資料として

生活科を始めるに当たり、各学校で何か必要か明

らかになったものと思われる。

　　（２）「平成２年度　生活科研究N0.３」より

　平成２年度は、小学校１年生で社会科・理科か

ら生活科への移行の始まった年である。社会科・

理科の内容を残しつつも、生活科を導入すること

となった。三河教育研究会において、生活科は当

初「臨時特設委員会」であったが、平成元年度か

ら教科・領域の一つの「部会」に昇格をして他教

科・領域と同じように教育研究活動を開始してい

た。生活科の役員。委員組織については、各郡市

で生活科に率先して取り組む委員２名ずつを擁し

て総勢43名となった。その組織が中核となって生

活科研究が進められる母体が確立されている。

　生活科に関する研修会の概要は次のようである。

○生活科学習会　平成２年７月３日

　「生活科における学習の在り方について」講演会

　愛知教育大学　寺本　潔先生

○生活科夏季研修会　平成２年８月３日

　テーマ「生活科の単元構成と展開」

　・基調提案　三島小学校　熊谷光男先生

　・分科会提案　３分科会６実践　６郡市代表

　　助言者　愛知教育大学　船尾日出志先生

　　　　　　　　　　　　　木村博一先生

　　　　　御津南部小学校　田中　賞先生

　。講演会「地域に根ざした生活科から子どもに

　　根ざした生活科へ」

　　上越市立大手町小学校　小林毅夫先生

　これらの生活科学習会。生活科夏季研修会の成

果や、三河地域19郡市の実践事例を掲載した『生

活科研究NO. 3』に掲載し、希望者に頒布された。

Ⅲ移行期における先進的な生活科研究

　１　安城市教育研究所研究報告第38号「生活科

　　単元構成と展開例－1年－」平成3年3月

　安城市教育委員会の生活科への取り組みは早く、

昭和63年に始まる。まず市の指定「生活科研究グ



ループ」を発足させている。平成元年度には「生

活科の単元構成と展開の試み」を、平成２年度に

は「生活科単元構成と展開例－１年－」を作成し

て各学校へ配布している。幼小連携を考え、幼稚

園の先生も加えた研究グループである。後者の「単

元構成と展開例」は、60ページ余の冊子で、１年

生の「年間指導計画」において、９単元名と各単

元の活動計画や展開例が示されている。

　10名の研究委員からなり、「指導案の作成から

授業研究、そして反省」を繰り返して実践研究を

されたもので、「試案」ではあるが、各学校におい

てはこれを基にして、学区の状況や子どもの実態

を踏まえた年間計画が作成されたものと考える。

　本書には、「実践上のポイント」４点が示されて

いる。

・主体的な活動の尊重一自由な活動の保障

・安全確保、家庭への協力依頼の必要性一一多い

　校外学習での安全確保、家庭への協力依頼

・他教科・他領域との関連－一学校行事や国語・

　図工との合科的な指導

・地域性の考慮一地域の特性を生かす単元を強

　調
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　この研修会の分科会提案は、前年度実践もしく

はこの年度の１学期を基に用意される。　１年生部

会は４月・６月・２月実践の３報告であり、２年

生部会は移行期に入る年のため、いずれも当該年

度の６・７月の実践の３報告であった。　１年生実

践の一つは、「生活科ノート」の活用について、５

人の教師が協力し合ってより良いノート作りにつ

いて報告している。今日の「せいかつかノート」

　（公益財団法人愛知教育文化振興会刊）作成のた

めの試行である。「子どもたちの活動がより確かな

力になる」、「ノートは子どもの活動を豊かにする

もの」というビジョンを掲げての取り組みである。

２年生の３実践は時期的なこともあって、いずれ

も生き物を扱っている。チャボ、ザリガニ、川の

生き物で、後二者は水族館作りを目指す。単に飼

育するだけでなく、長く飼い続けることで生き物

とのふれ合い、友だちとの関わり合いを期待する

ものである。単元を通して交友関係の広がりは達

成できたものの、「生命の不思議さに感動し、生命

の大切さにもっと気づいていくようにさせたかっ

た」と反省する。水族館作りでは、子どもたちは

楽しんで活動していたと手応えを感じながら、一

番楽しんでいたのは「もしかすると私なのではな

いか」と実践者は振り返る。生活科実践に意気を

感じながら立ち向かう教師の姿は見える。

　夏季休業中の８月上旬に三河教育研究会の各教

科部会では、夏季研修会が開催される。生活科部

会発足当初は、研修会の持ち方について模索状態

であったが、４年目のこの年になってほぼ体制が

整ってきている。平成３年度は移行期ということ

もあって、参加者名簿には250人にのぼる名前が

記載されている。基調提案は元御津南部小研究主

任、分科会６提案は郡市ごとに選ばれた教師によ

るものである。そして講演は「子どもが生き生き

と活動する授業の創造」と題して、実践研究者で

ある大阪教育大学附属天王寺小学校津川裕先生の

によって行われた。ここに至って、実践的研究を

積み重ねた研修会を持てたことで、平成４年度か

らの完全実施の出発点に至ったものと考える。

　３愛知県東加茂郡旭町立（現豊田市立）小渡小

　　　学校研究発表会平成3年10月

　小渡小学校は、平成３．４年度愛知県教育委員

　どの学校においても参考にして活用できるよう

に、一般的な単元設定で組まれている。それだけ

に学校における独自性が期待され、子どもの活動

意欲をそそる授業展開が必要となる。小動物を捕

まえたり、草花で遊んだりする活動を取り入れて

意欲的な学習指導の工夫が望まれる。それに加え、

　「子供一人一人の個々に対応して活動させるこ

と」を希望している。難しい課題ではあるが、生

活科ならではの期待であろう。

　次の年の平成３年度には、２年生の「年間指導

計画」が配布されたことと考える。

　２三河教育研究会生活科部会「夏季研修会」

　　　平成3年8月

　平成３年度の夏季研修会は、「子どものくらしに

生きて働く生活科の授業」というテーマで実施さ

れた。移行期２年目で、１年生・２年生揃っての

分科会提案が行われた。この時期から今日に至る

研修会の基本線が整った。

　１．基調提案、２．分科会。分科会報告、３．

講演会という順である。



会・東加茂地方教育事務協議会より「学習指導（生

活科）」の研究委嘱を受けた。「豊かな感性を育て

る生活科の創造一川・森・遊びの教材化－」をテ

ーマに、平成４年10月９日に研究発表会を開催し

た。その研究紀要と、筆者がかかわった授業研究

会資料を基にして研究の概要を述べる。

　小渡小学校は矢作川の上流に位置し、自然環境

はもちろんのこと、町役場があることから行政・

商業といった社会環境も整っている所である。全

校で108人（平成４年４月）１学年平均18名とい

う小規模校である。学校のすぐ前に矢作川が流れ、

森林に囲まれていることから、川と森、そして遊

びを学習素材として取り入れた教育を、生活科を

中心展開することを試みたものである。研究教科

として、他に社会科・理科などを「生活科との接

続。発展を図る」ことで、主題「子どもの側に立

った教材の開発と授業の構想」へ取り組んだもの

である。

　生活科においては、たんけん・ひみつ・じまん

をキーワードにおいている。

。「たんけん」発見型の活動・・・わくわくさせな

　がら発見する姿

。「ひみつ」探求型の活動・・・・気づき、こだわ

　り探求する姿

。「じまん」表現型の活動・‥・互いに認め合い。

　自信を持って活動する姿

　子どもの体験を通した実感的なわかり方を大切

にしており、子ども自らが問題に気づき、解決に

向かって活動し、新たな気づきを生む授業が考え

られていた。いずれも子どもの側から活動と流れ

をとらえようとした「子どもの側に立って授業と

構想」を基本においている。

　３年社会科「生活を高める人々」では、生活科

との継続を図った授業が組まれている。生活科と

のギャップを生じさせないために、導入単元では。

　「学校周辺の地域とそこに住む人々の生活の中か

ら子どもたちが親しみやすく、学習したことを実

際に地域の一員として活動し、利用することので

きるもの」と考えて、大単元「生活を高める人々」

では、「花だんのひみつみっけ」と「総合体育館た

んけん」を設定している。ひみつ・たんけんとい

った単元名からして、生活科からの接続を考慮し
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たものと思われる。

　生活科正式発足の平成４年度から、生活科と社

会科・理科を含めた研究発表会が各所で行われた。

生活科が身近な地域の自然事象・社会事象を扱う

ことから、３年生以上の学年では社会科・理科が

取り入れられて研究会をもたれたものであろう。

小渡小の研究はその出発点にあたるものである。

　小渡小では、活動や体験にあたって「子どもが

つくる授業」を目指七、子どもを前面に押し出し

ている。子どもの側に立って、活動や体験を設定

しており、「子どもが自ら求めるものにすること」

と考えて学習を展開している。そのためには、教

師の学習素材研究、教材研究には十分に配慮され

ており、自然事象・社会事象に、保護者や地域の

人々をも巻き込んだ準備態勢ができている。研究

のまとめを見ると、子どもたちの生活ぶりを教師

が熟知しており、一人一人を見守りながら、待つ

様子がうかがえる。

　生活科の学習を進めるための様々な条件に恵ま

れた学校での研究であり、発表資料を参考にして

研究成果が広まったものと考える

Ⅳ研究のまとめ

　三島小・御津南部小から始め、三河教育研究会

生活科部会や附属岡崎小学校等での実践・研究の

取り組みについて、次の４点に整理した。

①「活動」や「体験」は、生活科試行の「実験単

元」段階からのキーワードである教育課程研究校

や生活科研究推進校において、「活動や体験を通し

て…」と、子どもたちに自然事象や社会事象で多

くの「気づき」が生じるように願って多用された。

そこには、子どもたちにどのような力を付けたい

か、目指す子ども像が存在した。活動や体験は一

つの手段で、結果としての育てたい子どもの姿が

あった。

　この研究校・研究推進校の２校は実験単元を積

み重ねて、それぞれ「年間指導計画」作成までに

至った。子どもたちの生活環境の異なるこの二つ

の地域の計画は、生活科の単元を立ち上げる際に

大いに活用されたものと思われる。三河教育研究

会生活科部会の研修会や研究冊子にも活用されて、

三河地域のそれぞれの郡市や各学校において、指



導案作成・授業実践に発展したであろう。

②新しく単元を立ち上げるにあたって、頼りとす

るところは文部省から示された資料の他には、や

はり、それまであった社会科や理科の学習で取り

扱われていた社会事象や自然事象である。子ども

たちが活動や体験できる諸事象は、学校や地域に

求めるところとなる。　どのような内容を取り上げ

ることが、子どもたちの「自立への基礎」となる

か大いに研究された。子ども既有の知識や経験を

基に、さらにそこから生活を拡げて構想されると

ころとなった。

　そこで、子どもたちにとって価値や意義のある

学習対象を求めていくと、おのずと「子どもをと

らえる」必要が生じる。子どもにとっての学習と

いう原点に立って考える動きも見られた。生活科

はまず「子どもの生活ありき」、子どもの生活の中

に学習素材、教材として有効な内容を見出すもの

である。生活科研究校、生活教育研究校において

　「子どもの生活をとらえる」動きが見られた。三

河教育研究会生活科部会においても「子どもの生

活に生きて働く生活科」を主題にして研修会・基

調提案等が行われている。

③先進的な生活科研究校から始まって、研究団体

がそれを組織的に広げる活動や、先を見通して郡

市単位で年間計画を作成する動きは大切である。

　「生活科」という教科の専門家がない中で、幼稚

園教諭の協力や連携を持ちながら、生活科が立ち

上げられた。大学の生活科研究者や先行する生活

科実践研究者の指導を得ながら、次第に「生活科

授業像」ができていった。移行期の平成２・３年

には、１年生から順次始まって、生活科担当者が

拡大されるところとなった。

　生活科移行期前後から、生活科を中心教科とし

て、社会科・理科という地域の社会事象・自然事

象とのかかわりの多い教科を取り込んだ研究会を

設定する学校が見られるようになった。低学年に

おいては生活科、中。高学年では社会科。理科、

時には道徳・学級活動といった教科・領域による

研究会開催である。それによって、学校全体で生

活科の在り方について検討することとなったと考

えられる。

④生活科の単元設定を今日から見ると、生活科発

－56－

足当時は、地域とのかかわりにおいて、そこで生

活する人々のつながりがあまり見られなかった。

子どもたち同土や学校内における職員とのかかわ

りにとどまっている。子どもたちの活動が広がる

につれて保護者の協力を得て、地域の人を「先生」

や「名人」として学校とのかかわりを持つように

なっていく。子どもたちが生活の広がりとなる重

要な活動と考える。

　生活科模索期における手探りで実践を進める様

子をまとめた。今日では生活科学習指導において、

それぞれの学校でほぼ内容が定着してきている。

それだけに指導者の側に新鮮な気持ちで取り組む

姿勢が薄れているように思われる。子どもにとっ

ては新しい学習との出会いと考えれば、より精選

し、学習素材を用意して子どもの動きを待つ姿勢

で臨みたい。　日々新たな教材研究の望まれるとこ

ろである。自然事象・社会事象一つをとっても、

自然の不思議さ。面白さ、社会の仕組みや取り巻

く環境の良さ。温かさが感じられる。感性豊かな

子どもが育つ学習を用意したい。


